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【表紙】藤本 実桜 さん　3年 普通科 準特進クラス　弓道部所属（筑山中学校出身）

周囲からのたくさんの刺激で、大きく成長できました。
入学以来、文武両道を掲げ毎日を過ごしています。これまでたくさんの仲間や先生に出会えたことで多くの刺激をもらい、大きく成長することができました。先生
方が進路に向けて様々な話をしてくれたことで、将来の方向性も定まりました。これからは、希望する大学の合格に向けて勉強に励み、また、部活動では3年間の
集大成として、かごしま国体を目指して完全燃焼したいと思っています。
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Sports Festival
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若さ溢れる勇姿に輝く未来が

垣間見えた時間となりました。

青春の蹉跌を余儀なくされたコロナ禍を経て、漸く、存分に声を

張り上げ、力のある限り競技に臨むことが叶ったと思います。多く

の保護者の皆様の熱い視線を背に、新たな歴史の始まりを感じた

時間でした。生徒たちの胸や背に刻された生徒会スローガン『 幹 』

の文字が躍動し、色分けされた 6 ブロック、それぞれのカラーのＴ

シャツが目に眩しく素晴らしい体育祭だったと思います。

校長 組坂 法人

またこの場所で体育祭ができたことに

感謝しています。

各ブロックの体育祭実行委員はもちろん、全校生徒一人ひとりが主

体的に体育祭に参加することができて、生徒の手でつくりあげた学

校行事だったと感じることができました。また、みんなが一瞬一瞬

を楽しみながら、仲間のために全力を注ぐ姿に感動しました。他校

では感じることのできないこの大きな全校生徒のパワーは、これか

らの私たちの様々な場面で活かされていくものだと感じています。

� 生徒会長�塚本�菜月�さん
3年�普通科�準特進クラス（杷木中学校出身）

勝敗の先にある、

かけがえのない青春。

5月24日（水）、全校生徒約2,200人が集い、今年も白熱した体育祭が福岡PayPayドームで行われました。各クラ
スの体育祭実行委員が中心となってつくられた体育祭は、たくさんの笑顔と感動の涙で彩られました。一生の思い出
となり、青春の1ページに刻まれた時間となったはずです。
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中村治四郎杯（野球交流戦） 修学旅行

今年は本校の沖縄修学旅行50周年の節目の年でもあり、平和祈念公園で記念式典を開催致しました。式典には1団が代表して参加し、沖縄県

の方々に今までのお礼や平和を願う強い思いを伝えることができたと思います。一方、沖縄県からも感謝状を頂きました。

また、今年は各クラスで体験学習を選択し活動することになり、シュノーケリングやカヤック、海上アスレチック、自然公園散策など、沖縄の

自然を満喫する姿が見られました。

これらの平和学習や体験が、生徒自身にとって大いなる刺激となり、今後の学校生活にも活かしてくれるものと楽しみにしています。

 2 年学年主任 猿渡友紀

Teacher's Message

2 年生が 6 団に分かれ、3 泊 4 日の行程で沖縄県に修学旅行へ行きました。クラスの仲間と寝食をともにし、現地の
方との会話を通して、様々な見方や考え方を身につけることができた時間になったと思います。平和学習や観光な
どを通して、この 4 日間で多くの新しい発見があったはずです。帰福した生徒の、少し日焼けをした表情と自然と
こぼれる笑顔が思い出の多さを物語っているようでした。

日
程 2023/06/24（土）〜

行
程

1 日目
■ 琉球の館・ひめゆり資料館
■ 平和祈念資料館・摩文仁の丘

2 日目
■  おきなわワールド・ 

海洋博記念公園 ( 美ら海水族館 )
■ ナゴパイナップルパーク

3 日目
■ 海水浴
■  カヤック・マングローブ観察 など

4 日目 ■ 首里城公園・国際通り散策

全校生徒や先生方の熱いエール、野球部の最後まで諦めない全力プレーが今も頭から離れずに焼きついています。
試合は惜しい結果となりましたが、小さい頃からよく足を運んでいた福岡 PayPay ドームで、人生の誇りに思える
ほどの貴重な素晴らしい経験をさせていただき、本当に嬉しく思います。この経験を活かして、これからも学校全体
を引っ張っていく存在となれるよう、努力していきたいです。
 ２年 普通科 スーパー特進クラス　応援団長 清成 優花 さん （ 筑紫野南中学校出身 ）

Student's Message

4月19日（水）、福岡PayPayドームで中村治四郎杯10周年記念大会が開催されました。本校と同じく九州産業大学
の付属校である九州高校との親睦を深めること、全校生徒の愛校心や一体感を高めることを目的として始まった交流
戦。エール交換から幕が開け、應援団部の迫真の演舞と吹奏楽部の迫力ある演奏に生徒たちの熱い声援が加わり、選手
たちの背中を押していました。4年ぶりの開催となった交流戦は、選手、生徒全員が輝き学校全体で作り上げた大会と
なりました。
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多くの生徒が集う学び舎で、それぞれが目標に向かって充実した時間を過ごしています。
学校満足度の高さも進路実績の飛躍も本校の魅力です。

普通科では、九州大学・大阪大学などの難関国立大学をはじめ、関東・関西の難関私立大学にも多数合格しています。また、西南

学院大学や福岡大学などの地元の有名私立大学の合格者数も県内トップクラスです。その中でも、合格現役率の高さは本校の強

みで、現役合格を目指した進路指導が結果としてあらわれています。また、例年機械科の約 7 割が就職を希望しますが、9 年連続

で就職内定率が 100％となっており、就職指導の大きな特徴と言えます。機械科では本校卒業後に即戦力として活躍できる人材

育成に力を注いでいます。

96％

学 校 満 足 度

本校で過ごす 3 年間を振り返り、卒業時

に生徒と保護者に調査した結果です。毎

年非常に高い満足度となっており、本校

の学校生活の充実度を示しています。

163校

出 身 中 学 校

本校は交通アクセスが整っていることも

あり、近郊だけでなく遠方の中学校出身

者も多く、どこからでも通いやすいのが

魅力です。

2,194人

全 校 生 徒 数

教員は約 140 名おり、2 , 000 名を超える

生徒も一人ひとりサポートをしています。

多くの仲間と価値観を共有し、様々な考

え方を学んでいくことができる環境です。

部活動数

体育部　16部

文化部　16部
部活動参加者数は約 1 , 200 名。放課後は活気に

あふれる日常が広がっています。どの部活動で

も専門知識を持った顧問の先生が指導してくれ

ます。今までやってきたものにさらに磨きをか

けるのも良し、新しいものにチャレンジするこ

とも叶う環境が本校には整っています 。

交通アクセス

     西鉄紫駅より徒歩 約 1分

JR 二日市駅より徒歩 約 6分

交通アクセスの良さは大変好評です。通いやすさの満足

度は非常に高くなっています。遠方でも交通機関にかか

る所要時間は短く、通学のストレスはありません。

就職実績

就職内定率 9年連続100％

求人数 1,939件
（ 令和 4 年度実績 ）

9 年連続で求人数が 1 , 000 件を超え、令和 4 年度の一人

当たりの求人倍率は約 28 倍となっています。

資格取得者総数

2,364名
（ 令和 4 年度集計 ）

令和5年3月の卒業生（機械科）一人当たりの資格取得

数の平均は10 .2個。在学中に多くの資格を取得し、社会

に出て即戦力として活躍できる人材を育成しています。

進学実績
（ 令和 5 年度実績 ）

国公立大学178名合格
※大学校含む

 合格現役率97％

私立大学1,283名合格
※四年制大学

 合格現役率94％

九州大学 18 名、大阪大学 3 名をはじめとし、難関国立大学 

に合格者を多数出しています。また、関東関西の難関私立大

学にも多数の合格者が出ており、年々進路実績が伸びてい

ます。MARCH（ 明治・青山学院・立教・中央・法政 ）、関関

同立（ 関西学院・関西・同志社・立命館 ）の合格者数は 76 名

で、過去最高となりました。

西南学院大学・福岡大学

合格者総数

526名
（ 令和 5 年度集計 ）

（ 西南学院大学 202 名、福岡大学 324 名 ）

西南学院大学と福岡大学の合格者総数は 3 年連続で

500 名を超えています。九州産業大学にも 225 名合格

し、付属高校推薦入試を利用して毎年多くの生徒が九

州産業大学に進学しています。

一人ひとりが望む、
次のステージに向かって過ごす3年間。
限られた時間を充実させる
教育環境が整っています。

「交通アクセスが良い」のは本校の魅力のひとつ。「進路実績が良い」

と「学力の向上に期待ができる」 を含めた3つの魅力は本校を選ん

だ理由として揺るがないものになっています。西鉄紫駅に繋がる専

用道も整備され、安心・安全に通うことができます。在校生にとっ

て、この利便性の高さは3年間の高校生活を過ごすうえで、大事な

ポイントになっているようです。通学時間が短くなれば、その分自

分自身の時間にも余裕が生まれ、充実した高校生活に繋がります。
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